
新しい元号は「令和」
れい わ

万葉集との結びつき

　奈良時代に編纂された日本最古の歌集「万葉集」の中にあり、ささき浜周辺と伝えられ
る「手綱の浜」を詠んだこの歌と、645年の「大化」以来、248番目となる元号にして
初めて万葉集から引用された「令和」。万葉集によって結びつく「令和」は、高萩市の
歴史とつながりを感じさせる希望に満ち溢れた元号といえるのではないでしょうか。

万葉の道

ささき浜

「遠妻し　高にありせば知らずとも
　　　　　　　　　手綱の浜の　尋ね来なまし」

とお づま たか

た づな たず き

高萩市の平成元年にあった主な出来事

　5月1日に皇太子殿下が新天皇にご即位されました。これにより、平成の時代が終わり、元号が令和へ
と変わりました。令和は、日本最古の歌集である万葉集にある「初春の令月にして　気淑く風和ぎ　梅は
鏡前の粉を披き蘭は珮後の香を薫す」から引用されたものです。元号が新しくなり令和元年となったところ
で、高萩市の平成元年を当時の写真とともに振り返ってみました。

れいしょしゅん

はいきょうぜん こ ひら らん ご こう かおら

げつ き よ やわら うめかぜ

各催しで賑わう穂積家住宅

高萩駅から特急ひたちで御帰路に
就かれる

鈴木藤太市長（当時）から説明を
お受けになる皇太子時代の天皇陛下

沿道や高萩駅周辺にはたくさんの人垣が
でき、日の丸の小旗を振って歓迎

式典の様子

両市の市長と議長が調印

記念祝賀会では両市の舞踊団体の
みなさんがお祝いの踊りを披露

1月25日 穂積家住宅が県の
文化財に指定される

4月27日 山形県新庄市と
友好都市の盟約調印

11月22日 市政施行35周年記念式典の開催

10月29日 皇太子殿下（当時）が茨城県地方事情御視察の一つとして
森林公園を御視察

へんさん

　国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入している人で、一般ドックまたは脳ドックを受診
する人に対し、健診費用の一部を補助します。希望する人は、期間内にお申し込みください。ただし、
お申し込みは一般ドックまたは脳ドックのどちらか一方に限ります。
　また、定員を超える申込みがあった場合は、抽選になりますので、あらかじめご了承ください。

（なお、抽選の結果、補助対象となった人には申請書類をお送りいたします）

申込みできる人 
１　国民健康保険に加入し、次の要件のいずれにも該当する人
　（１） 国民健康保険税の未納がない世帯の人
　（２） 平成31年４月１日現在で30歳以上の人
２　後期高齢者医療制度に加入している人またはドック受診日に後期高齢者医療制度の資格を有している（75歳到達など）人で、

次の要件のいずれかに該当する人
　（１） 後期高齢者医療保険料の未納がない人
　（２） 平成31年４月１日現在で国民健康保険に加入しており、平成30年度までの国民健康保険税の未納がない世帯の人

申 込 期 間  （加入している保険により申込期間が異なります！また、土日を除く平日のみの受付となります。）
１　国民健康保険に加入している人
　　・５月15日（水）のみ	 ９:00～16:00　市民ラウンジ（本庁舎１階）
　　・５月16日（木）～22日（水）	 ８:30～17:00　保険医療課窓口（本庁舎１階）
２　後期高齢者医療制度に加入している人または本年度中（令和２年３月31日まで）に75歳に達する人
　　・５月23日（木）のみ	 ９:00～16:00　市民ラウンジ（本庁舎１階）
　　・５月24日（金）～30日（木）	 ８:30～17:00　保険医療課窓口（本庁舎１階）

持 ち 物 
　（１） 保険証（国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被保険者証）
　（２） 印鑑

受 診 期 限  受診期限は補助決定通知を受け取ってから令和２年３月31日（火）まで

「国民健康保険」または「後期高齢者医療制度」に加入している人へ 

人間ドック（一般・脳）の健診費用を補助します
■問合せ　保険医療課　23-2117

一　般　ド　ッ　ク　 補助額　23,000円  脳　ド　ッ　ク　 補助額　17,000円  

健診の実施機関
やすらぎの丘

温泉病院
℡24-1212

県北医療センター
高萩協同病院
℡23-1122

日立メディカルセンター
（日立市）

℡0294-33-5911

県北医療センター
高萩協同病院
℡23-1122

聖麗メモリアル高鈴
（日立市）

℡0294-23-6060

聖麗メモリアル病院
（日立市）

℡0294-52-8531

健 診 の 実 施 日
火～金

（祝祭日を除く）
火～金

（祝祭日を除く）

月～土
（祝祭日を除く）

（※土曜は不定期での実施）

月～金
（祝祭日を除く）

月～土
（祝祭日を除く）

健 診 費 用 39,820円 41,040円 41,040円 19,000円 29,160円

受 診 者 負 担 額 16,820円 18,040円 18,040円 2,000円 12,160円

健診に要する時間 約２時間30分 約１時間

定
　
員

国民健康保険
加 入 者 30人 150人 35人 40人 90人

後期高齢者医療
制 度 加 入 者 20人 30人 20人 30人 30人

〈注意〉
１　次の場合は、補助が受けられません。（交付決定は無効となります。）

（1） 社会保険への加入などにより、人間ドックの受診時点において国民健康保険の資格を喪失していた場合。
（2） 補助を受けて人間ドックを受診する前に、今年度の特定健康診査を受診した場合。

２　定員については、変更する場合があります。
３　健診料及び検査項目は、各健診機関により異なります。また、消費税増税後については、健診費用が変更となる場合があります。その場

合でも補助金額に変動はありませんので、受診者負担額が増額となります。あらかじめご了承ください。
４　脳ドックを希望する人は、次の点にご注意ください。

（1） 心臓ペースメーカーを装着されている人は、脳ドックは受診できません。
（2） 既往歴に心房細動がある人、または入れ墨・眉などのアートメイクの施術を行っている人は、聖麗メモリアル高鈴での脳ドックは受

診できません。（その場合、聖麗メモリアル病院または県北医療センター高萩協同病院での受診となります。）
（3） 体内に金属（インプラントなど）が入っていると受診できない場合がありますので、事前に各健診機関にご確認ください。

ドック受診の流れ

⑥受診
令和２年３月31日まで
に実施機関で受診する。

⑤予約
健診機関に

予約

④受取
補助決定通知が

郵送される。

③申請書を提出
補助対象となった人には申請書が郵送
されるので、必要事項を記入し提出。

②補助対象者
決定

※定員超のときは抽選

①申込み
国保5/15～5/22
後期5/23～5/30

抽選
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